
　2006年10月28日、大山トンネルが貫通するのに

合わせて100万人の現場見学会が催されました。

　この見学会では、一般公募で選ばれた５９名の

参加者が、トンネルの貫通する瞬間を体験しました。

　※１００万人の現場見学会とは？
　広島市とその周辺市町の皆さんに、より多くの公共事業の
現場を見ていただき、理解を深めて頂くことを目的としたもの。

　　

　　④貫通石拾い
　　困難を乗り越え貫通に
　至ったこと等から貫通石
　は、受験や安産のお守り
　として人気があります。
　　好みの形や大きさの石 　　　　③作業開始から
　を探してお土産に。 　　　約10分後、眩しい光が

　　飛び込んできました！
　　その瞬間ワアッという歓声
　　と拍手がおこり、みんなで
　　　万歳三唱をしてお祝い
　　　　　　しました。

※大山トンネルは全長1,380m、東広島市八本松町～広島市安芸区上瀬野町の間に位置します。

　最後の質疑応答では、子どもから大人の方まで
たくさんの質問をいただきました。例えば、

＊どうしてまっすぐにトンネルが掘れるの？
　　→測量に測量を重ねているから
＊今まで一番苦労したことは？
　　→全部！特に機械のメンテナンスは大事

など、今回の見学会を通してさらに関心を深めて
いただけたようでした。
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　①トンネル入口で
工事の説明を受け後、
西側抗口まで車で
移動します。

 ②いよい
よ掘削作業
が始まりま
す！

貫通！

　⑤らくがきコーナー
トンネル壁面のコン
クリートを吹き付ける
前の防水シートに落
書きしました。

お祝いメッ
セージもたく
さんいただ
きました。




